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ア
メ
リ
カ
原
子
力
産
業
の
独
占
構
造
と
国
家
の
役
割

第
八
十
五
巻

四
フ之

第
一
号

四
〆、

ア
メ
リ
カ
原
子
力
産
業
の
独
占
構
造
と
国
家
の
役
割

|
|
原
子
力
産
業
国
有
化
の
論
理
|
|

原
子
力
産
業
の
成
立
・
発
展
と
そ
白
規
模

ー
原
子
力
産
業
の
成
立
と
発
展

第
二
次
大
戦
中
秘
密
の
裡
に
懐
姫
き
れ
、
広
島
長
崎
で
数
十
万
の
人

命
を
一
瞬
の
ち
ち
に
蒸
発
さ
せ
る
事
に
よ
っ
て
そ
の
恐
る
べ
き
出
産
を
全

世
界
の
人
々

r示
L
た
原
子
力
産
業
は
、
戦
争
終
了
後
も
急
速
に
成
長
し
、

そ
の
呪
わ
れ
た
死
の
灰
を
全
世
界
に
ま
き
激
ら
し
て
い
る
。
吾
々
は
原
子

力
虚
業
の
発
展
を
四
つ
の
時
期
に
区
分
す
る
。

第
一
期
一
九
四
O

|
四
二
年
創
成
期

第
二
期
一
九
四
二
一
l
l
四
主
年
マ

y
ハ
Y

タ
ン
管
区
期

第
三
期
一
九
四
六
五
三
年
原
子
力
委
員
会
第
一
期

第
四
期
一
九
五
四

l

原
子
力
委
員
会
第
二
期
(
原
子
力
世
界
市

場
競
争
開
始
)

金

田

重

喜

うカてる。、
G 、の“'こ
行での
摘、う
の本ち
都稿第
合.で-
t は期
こ第、
ー一明」二時
で期二
各、期
時第に
期四つ
の期い
簡りて
li1.構は
な造既
特分に
徴析詳
づに制
け閃に
を題研
与を究
え限さ
て定わ
おすて
こる L、

第
一
期
は
般
物
理
学
に
お
付
る
ウ
ラ
ン
の
分
裂
を
工
業
的
規
模
で
実
現

す
る
為
の
研
究
開
発
期
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
は
財
政
支
山
は
僅
か
で

あ
っ
た
が
、
今
日
の
原
子
力
独
占
の
基
礎
か
形
成
さ
れ
た
時
期
で
あ
る
。

そ
し
て
と
の
時
期
の
最
高
機
関
で
あ
る
企
画
式
蔀
が
ロ
y

ク
フ
エ
ラ

l
m

メ
ロ
ン
財
閥
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
た
為
(
第
I
表
)
主
要
な
工
業
化
契
約

が
ロ
V

グ
プ
ェ
ラ
l
u
メ
ロ
ン
財
閥
に
よ
っ
て
独
占
さ
れ
た
時
期
で
あ
る
。

即
ち
ス
タ
Y
ダ
ド
石
油
開
発
会
社
が
文
領
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
ト
レ
イ
ル

の
重
水
工
場
、
ケ
ロ
ヴ
グ
が
オ
ー
ク
り
ッ
ジ
の
有
毒
カ
ス
拡
散
施
設
、
ュ

-
一
オ
ン
目
カ
ー
バ
イ
ド
が
波
縮
ウ
ラ
ン
生
産
と
中
枢
部
を
独
占
L
、
G



創成期の企画本部の構成

スタシダード石油開発会社副社長(現社長〉

(ロックアェラ 財閥)

ウエスチ γ クハウス電機会社

〔ロックフェラ =メロン肘閥〕

M.W ケロヮグ会社〔現在プルマンと合同〉

〔メ μ ン財閥〉

ユエオン カーパイド アシド・カーボン会

社(ロ y タフエラー司メロン財問〕

マサチュセッツ大学教授

〔デュポン財l閤〉

第 1者

マーフリーイーガー V議長

チヤヴプL 、N委員

P C ケース

ジ翠ージ o.'" ム二世

ウォ レンK.，レイス

J. S. Allen， Ato畑日 lmpenalis同，邦訳 p.24-25 

E
そ
O
他
モ
し
げ

f

y
財
閥
は
第
一
次

的
工
程
に
し
か
参

加
出
来
な
か
コ
た

白
で
あ
る
。

第
二
期
は
四
二

年
八
月
の
「
原
子

爆
弾
の
製
造
」
を

唯
一
の
目
的
と
す

る
陸
軍
省
マ
ン
ハ

マ
タ
ン
管
区
形
成

に
よ
っ
て
始
る
完

全
な
軍
部
統
制
期

で
あ
る
。
こ
町
時
期
目
特

徴
は
マ
管
区
長
グ

ロ

I
ず
ス
将
軍
と

結
合
し
た
デ
ュ
ポ

ソ
の
進
出
で
あ
る
。

マ
計
画
は
国
家
と

私
企
業
と
り
協
同

と
い
う
形
式
を
と

ア
メ
リ
カ
原
子
力
産
業
の
独
占
構
造
と
国
家
の
役
割

っ
た
が
、
こ
の
私
企
業
。
資
格
を
審
査
す
る
審
査
委
員
会
は
デ

L
f
ン
財

同
支
配
で
あ
り
、

ζ

れ
に
よ
り
デ
ュ
ポ

γ
化
学
位
円
ン
フ
ォ
ー
ド
の
プ
ル

ト
ニ
ウ
ム
生
産
工
場
を
支
配
し
た
の
で
あ
る
。
か
く
て
原
爆
生
産
の
二
系

路
の
う
ち
濃
縮
ウ
ヲ
↑
一
ウ
ム
(
オ

l
ク
リ
ッ
ジ
工
場
)
は
ユ
一
オ
ン
が
、

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
は
デ
ュ
ポ
ン
必
又
配
す
る
辛
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し

て
広
島
・
長
崎
で
の
原
爆
投
下
、
第
二
次
大
情
終
了
後
、
一
九
四
六
年
原

子
刀
法
成
立
、
文
官
の
原
子
力
委
員
会
(
以
後
A
E
C
)
発
足
と
共
に
第

一
一
期
に
移
行
す
る
の

こ
の
時
期
の
特
徴
は
第
二
次
大
戦
中
米
英
両
国
の
協
力
に
よ
っ
て
進
め

ら
れ
士
原
子
刀
計
画
か
ら
英
国
を
排
除
(
九
四
六
年
原
子
力
法
)
し
た

米
国
の
原
爆
独
占
が
四
九
年
ソ
連
白
、
五
二
年
英
国
の
原
爆
実
験
に
よ
っ

て
破
壊
さ
れ
、
冷
戦
が
核
兵
器
競
手
、
原
子
力
白
軍
事
化
を
規
定
し
た
事
、

国
家
機
構
の
指
導
に
そ
や
ガ
ン
財
閥
が
進
出
し
た
事
(
第
2
衰
)
に
対
応

し
て
、
ハ
ン
フ
ォ
ー
ド
工
場
経
置
が
ず
ュ
ポ
ン
化
学
か
ら
G
・
E
の
手
に

移
さ
れ
た
事
で
あ
る
。
そ
し
て
一
九
五
四
年
原
子
力
法
に
よ
っ
て
原
子
力

発
電
に
対
す
る
政
策
転
換
が
行
わ
れ
、
以
後
を
第
四
期
と
規
定
す
る
。

E 

原
子
力
産
業
の
規
模
と
国
民
縦
済
的
役
割

戦
争
直
後
原
子
力
委
員
の
一
人

w
w
e
ウ
ェ
イ
マ
ッ
ク
は
「
一
つ
の

新
し
い
産
業
が
突
如
と
し
て
出
現
し
た
。
そ
れ
は
初
め
て
緩
面
を
と
っ
た

時
か
ら
巨
体
で
あ
っ
た
が
、
暫
時
に
し
て
体
全
体
が
成
長
し
、
従
米
の
標

準
か
ら
み
る
と
既
に
単
一
産
業
と
し
一
ー
は
現
在
最
大
白
産
業
と
な
っ
て
い

第
八
十
五
巻

四
包

第
一
号

凹

t三



ア
メ
リ
カ
原
子
力
産
業
。
独
占
構
造
と
国
家
の
役
割

I 暫定委員会〈原子力計画の最高政策グループ， 1945年 3月対日原爆使用勧告〕

議長 HLスチムソン (トル マン政府の陸軍・凶防長官，モノレガγ問問〕

代理 J L ハリソツ 〔ニ ι ーヨ グ生命保険会社社長，ぞノレガン財問〕

委員 J.E パ← γ ズ 〔トノレーマン政府国務次官 長官，ぞノレガン系ニュー

モント鉱業会社重役〕

ヴァネグァー・プソシュ(モノレガン=デーポ γ系大学 M.1. T 教授)

7] -;レ T コンブトン c " 11 M_I.T. 1/) 

J.Bコナント ( ハーバート大学教授〉

原子力関係政府機構D構成第 2表

" 
" 

E 原子力国際管理案起草委員全く1946年1月パ←ンズ国務長官が任命〕

議長 D アチソ γ 〈当時国務次官〔のち長官〉モルガン=デ 1 ポン財閥

顧問升護士〉

ウァネグァー・プ y シュ(前出)

J.B コナソト ( " ) 

レスリー グローヴス 〔陸軍准将マ管区長，デュポン財閥〕

J.Jマ y クロイ (前陸軍次官補， 駐独アメリカ高等升務官， チエ
ス・マンハ γ タγ銀朽頭取，ロヴグフェラ 財閥〕

" 

員

F

F

F

委

t

f

f

第
八
十
五
巻

][.同技術諮問要員会(アチソシ~ ，リエンタ ル朝骨起草〕

議長 D.E リリエンタ ノレ (TVA理事長，モルガン財閥〉

委員 J.Rオザへンハイマー 〔原子科学者，現プリ γストン高等肝究所長)
" H. A ウィ Y (G. F:副社長，ぞルガン財閥〉

" C.Rバーナー γ (エューヨーク ベル・電話会社社長，ロヴクフェヲ

ー=モノレガン財閥〉

〔コをンサント化学副，+長，ぞルガγ系〕

W，周連原子力主貝去への米国代表団〈λル←グ案を提案〕
団長 B.Mパル グ (モノレガン=グッゲγハイム銅独占代表〕

団員 F サ ルズ三世 (ぞノレメf:/系エューモント鉱業会社副社長(現社長〕

11 H_ B スウォープ〔バルークの部下， G.E前社長G スウォ プ0弟，

モルガン財閥〕

〔ジョン・ハンヨザグ生命保険社長， リーマン・プラ

ザース銀行役員，モシサγ ト化学大株主，ロックフエ

ラー=モルガン昂〕

四
j¥、

第
一
号

トーマスC.A " 

四
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ア
メ
リ
カ
原
子
力
産
業
の
独
占
構
造
と
固
ま
の
役
割

る
@
そ
の
手
足
の
及
ぶ
処
は
全
国
に
ま
た
が
り
、
そ
の
国

民
経
済
全
般
に
及
ぼ
す
処
は
決
し
て
略
説
し
え
な
い
」
と

述
べ
た
が
、
以
子
力
産
業
は
ウ
ラ
ユ
ゥ
ム
、
ト
リ
ウ
ム

を
採
掘
す
る
鉱
山
か
ら
、
そ
の
加
工
工
場
、
放
射
性
材
料

生
産
工
場
、
核
燃
料
分
離
工
場
、
原
子
炉
(
原
子
力
発
電

プ
ル
下
ニ
ウ
ム
生
産
、
原
ヲ
力
推
進
〕
と
利
属
す
る
化
学

処
理
工
場
、
原
力
炉
の
為
白
設
備
器
具
・
特
殊
材
料

(
車
水
、
黒
鉛
、
コ
バ
ル
ト
、
ベ
リ
リ
ゥ
ム
、
ジ
ル
コ
ユ

ウ
ム
、
リ
チ
ウ
ム

K
E
)
の
供
給
(
附
金
精
密
機
械
・

寛
械
部
門
等
)
〉
」
狭
義
の
原
水
爆
産
業
ハ
原
寸
及
熱
核
兵

器
生
産
〕
、
研
究
実
験
所
か
ら
な
る
巨
大
な
産
楽
で
あ
る
。

(
第
一
凶
参
照
)

そ
し
て
こ
の
内
、
探
鉱
過
程
と
民
間
原
子
炉
を
除
く
全

て
は
固
有
民
営
方
式
で
遅
督
さ
れ
て
い
る
ロ

戦
争
直
後
リ
リ
ユ
ン
タ
川
ル
が
「
政
府
の
金
で
益
有
さ

れ
た
二
十
億
弗
の
戦
争
つ
干
」
と
評
し
た
原
子
叫
産
業
は

第
二
次
十
〈
戦
後
寧
ろ
急
激
に
成
長
し
士
の
で
あ
る
。
こ
の

発
展
の
指
棋
の
一
っ
と
し

t
原
子
方
計
画
捜
を
直
邦
支

出
、
国
防
究
と
比
較
し
た
第
3
表
を
み
よ
う
ロ

原
子
力
計
画
費
は
四
三

l
四
五
年
と
増
大
し
た
後
、
四

六
四
七
年
に
は
国
防
費
同
様
減
少
し
て
い
る
が
、
四
七

年
ト
ル
マ
ン
・
ド
ク
ト
り

γ
に
よ
る
冷
戦
開
始
後
、
付

第
八
十
五
巻

五
O 

第

号

五。

h

i

 
一同」

1
1山
山

山

山

四

m
m
m
m
問

m
J

一



に
朝
鮮
戦
争
後
怠
激
に
増
大
し
て
い
る
v

四
四
四
五
年
に
は
国
防
費
の
一
%
に
過
ぎ

な
か
っ
た
が
、
式
艦
巨
砲
主
義
よ
り
校
一
ミ
サ
イ

ル
戦
略
へ
の
転
換
に
伴
い
五
八
年
に
ほ
五
問

%
に
達
し
、
今
後
益
々
増
大
す
る
と
観
測
さ
れ

る
の
で
忘
る
。

従
っ
て
一
九
凹

oal六
月
か
ら
五
八
年
七
月

兵
に
氷
原
子
力
産
業
の
全
投
資
額
は
一
九
七
億

9
 

弗
の
巨
組
に
達
す
る
。

次
に

A
E
C
の
資
産
相
耐
と
雇
用
を
み
れ
ば
、

四
七
年
一
月
に
二
四
州
問
。
カ
所
の
施
設
、
使

用
土
地
面
積
二
千
平
方
型
、
震
山
川
約
十
万
人
と

(
国
〉

推
定
さ
れ
た
が
、
五
一
一
年
九
月
に
は
原
子
力
産

業
の
全
雇
川
は
一
四
四
万
人
、
五
五
年
六
月

〈
刊
凶
》

の
総
資
産
は
九
一
億
三
九

0
0万
弗
う
ち
工
場

設
備
六
五
億
弗
(
都
4
去
)
で
、
こ
れ
は
G
-

M、

u
s
・
ス
チ
ー
ル
、
J

ア
ュ
ポ
ン
、
ベ
ス

レ
へ
ム
・
ス
チ
ー
ル
、
ア

1
ム

コ

ス

チ

ー

ル
、
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ゴ
ム
町
一
合
訂
資
院
に
等
し

(
m
v
 

い
の
で
あ
る
。

そ
し
て
政
府
ぽ
子
力
じ
場
の
価
格
に
約
六

O

位
弗
と
評
価
さ
れ
て
い
る
原
子
力
産
業
に
必
京

第4去 アメリカ原子力計四り規棋と性格〈百万弗〕

11950 11951 !叩丙司函， 19司1山 10571 
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ア
メ
リ
カ
原
子
力
産
業
の
独
出
構
造
と
国
家
の
役
割

I 政府支出額

運醤投

工場設備

節
八
十
五
巻

五

第
一
号

五



ア
メ
リ
カ
原
干
力
産
業
の
独
占
構
造
と
闘
棄
の
役
割

な
設
備
材
料
を
供
給
す
る
関
連
企
業
の
資
本
投
下
額
を
加
え
る
と
、
原
子

力
産
業
の
固
定
資
本
餌
は
米
国
産
業
部
門
中
首
位
所
占
め
る
。
一
労
働
者

当
り
の
資
本
投
ト
額
を
有
機
的
構
成
の
指
標
と
す
れ
ば
、
最
高
の
有
機
的

構
成
を
誇
る
部
門
で
化
学
二
O
六

0
0弗
、
石
油
四
二
四
五
O
弗
に
対
し
、

ハ日
U

原
子
力
部
門
は
七
万
弗
L
ζ

圧
倒
的
に
首
位
を
占
め
て
い
る
U

次
い
千
原
子
力
産
業
の
国
民
経
済
的
地
位
(
五
一
年
)
を
第
5
表
か
ら

検
討
し
上
う
。
原
子
力
産
業
は
米
国
の
ニ
ッ
ケ
ル
円
七
%
、
硫
黄
の
五
%
、

不
透
鋼
管
の
五
O
%
、
電
力
の
二
供
、
物
理
学
者
の
十
%
を
使
用
す
る
。

そ
し
て
電
力
消
貨
は
以
後
急
増
し
て
五
四
年
に
は
全
米
国
の
己
骨
、
五
五

年
に
は
十
%
、
五
六
に

ρ叶
一
一
%
、
生
産
的
消
賓
中
で
也
二
%
主
い
う

高
い
比
重
を
占
め
て
い
る
。
(
原
子
力
産
業
は
現
在
の
所
電
力
。
止
」
産
者

で
な
く

τ、
最
大
の
浪
費
者
で
あ
る
。
電
力
独
占
が
軍
事
化
の
継
続
を
要

求
す
る
理
由
。
)

現
在
既
に
こ
の
様
に
巨
大
な
地
位
を
占
め
る
原
子
力
産
業
は
将
来
の
産

業
構
造
を
一
変
せ
し
め
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。
そ
れ
故
原
子
力
産
業

の
発
展
、
と
構
造
の
特
殊
性
の
研
究
は
非
高
に
重
要
で
あ
る
。

吾
々
は
こ
の
特
殊
性
を
、
パ
円
軍
車
的
性
格
、
伺
独
占
構
造
に
お
け
る
国

家
白
役
割
H
H
固
有
民
営
方
式
の
本
質
に
分
け
て
検
討
す
る
事
に
し
よ
う
。

ω
第
一
期
、
第
二
期
の
区
分
は
ア
レ
ン
に
よ
る
。

E
-
ω
k
r戸
日
目
、

λ
ぎ
喜
柏
町

L
Z
M
Z
Z
邑
芯
着
目
r
U
N
S
N
a
p
P
5
l

H
E
Nい、

hNS札

mph
出
Q
S
~
y
H
J
r
J
H泊
四
日
山
門
宮
山
市
日

倒

倒

え

ば

Z
2
4
口

印

日

1
y
h
E
5
n
同
車
認
可
町
ミ
君
主
君
主

第 5表 原子力産業の国民経済的地位

l商品
ニヴケル

i硫首
不透鋼管

怪力
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物理学者 12，000

…口 60，000建築労働者 I 3，000，000 以 00

数理及核物理学者 350

Joint Committee on Atomic Energy， Atomic 

Pフwerand Priv叫 eE鈍teゆnse，1入 350
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1

 8，00C 

1，20C 

見守宅、
E
R

ハ
邦
訳

H
・
D
・
ス
マ
イ
ス
『
原
子
爆
弾
白
完
成
」
)

]

印

〉

口

o
p
oも
号
、
武
在
三
男
編
「
原
子
力
L

等
参
照
。

ゆ

ロ

自

民

開

門

出

H
E
F
P「
叶
担
混
同
号
回
忌
号
、
-
邦
訳
一
一
七
耳
白

川
明
委
員
四
名
の
う
ち
二
名
は

C

E

・
グ
リ
ー
ン
ヲ
ル
ト
(
デ
ュ
ポ

ン
化
学
社
長
〕
三
ロ
ジ
ャ

l

・
ウ
ィ
り
ア
ム
ズ
(
プ
ュ
ポ
ン
化
学
重

役
)
他
。
一
人
は
そ
ル
ガ
ン
H

デ
ュ
ポ
シ
系
大
学
M
・
ー
・

T
教
授

1951年

!AEC使用量|同

一
全米供給



W
-
K
・
ル
イ
λ

、
も
う
一
人
位
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
石
油
開
発
会
社
社

長
マ
i
フ
リ
ー
で
あ
っ
た
。
}
凹
〉
F

P
も

ミ

邦

訳

二

六

頁

。

ω
と
の
政
治
的
外
交
的
意
義
に
つ
い
て
は
司
富
山
田

pnwoF

A
4
z
-
z
q
B
S礼
を
吉
宗
主
円
。
宮
町
宮
、
s
n
E
9
h
b。S
N
h
H川君品いで、

巴
色
田
中
訳
『
恐
怖
・
戦
争
爆
弾
』
参
照
。

川
開
]
凹

K
H
E
-
4
s
?
邦
訳
一
五
頁
。

州

w

口

開

門

M
H
F
B
F
m
f
c守

m前
旬
、
前
掲
。

ω
前
原
子
力
委
員
長
ゴ
ル
ド
ン
・
デ
ィ

I
ン
も
同
様
の
見
解
で
あ
ミ

σ
同
日
。
】
「
日
oロ
ロ
。
mwHY
泊
、
い
守
口
立
。
S
N
N
G
A
N
O送
、
わ
ymw-u
九日

同
判
門
片
言
、
足

h
E
N
E
h
q
R
2
2
~見
事
、
。

E
Fし市
C之
、
守
口
O
H
Y
H
@包

帥
叫
】
印

k
-
o
P
4
忌
、
邦
訳
十
六
且
。

ω

己
E

F仏
印
官
官
ω
〉け
O
E
5
何回
OHm可
円
。
苦
言
E
C
P
(
豆
陣
ピ
印

〉
HNn)」
-
ぬ
と
ミ

A
5
e
N
N
E
E
N
W
m
h
h
o遺
言
同
2

4
い
て
切
さ
h
E
S
N旬、

]
胆
ロ
]
呂
田
九
日
一
旬
日
寸

間

d
m
h
p何円、

N
u
z
p
w
s
E
S
S
5
九
回
色
。
正
弘

E
G
A
A同町、

2
u

H

由。
NC口

ω
。
。
己
。
ロ
ロ
肩
口
、
も
わ
れ
邦
訳
五
七
頁
。

ω
A
N
C喜
三
同
若
者
い
て
の
言
告
。
。
。
P
耳
E

E出向丹
Oロ
』
戸
田
町
F
M
U
N∞

的
巴
町
〉
何
門
司
』
U
I
M
F
M匂
送
信
号
三
笠
岡
町
時
。
正
弘
志
向
』
同
円
、

M
U
H沼
、

Nqcゅよ
-hshy
】ロ
J
、日匂印
FHν

∞匂

同

刷

出

門

CM羽
田
同

E
-
h
w吉岡
Z
E
3
0
5
E呂
田
2
F
C
日
k
v
E出
l

日
間
因
。

kF出
品
問
視
位
回
目
。
吉
間
出
口
昌
己
包
囲
口
出
P
〔ロ
2
1日
国
側
恒
。
E
自
伝
P

ア
メ
刊
ツ
カ
原
寸
力
庄
業
の
独
占
構
造
と
国
家
の
役
割

国
自
己
ο
同
国
国
国
囚
匂
《
図
、
民
話
〕
民
。

N
U
-
E日
寸
』
昌
司
ち

間
米
国
が
ガ
ス
拡
散
工
場
に
使
用
す
る
電
力
量
は
仏
国
の
全
消
費
に

相
当
す
る
。
武
井
満
明
「
欧
州
に
お
け
る
原
子
力
困
際
体
制
」
『
世

界
経
済
一
許
諭
」
五
七
年
六
月
号
。

原
子
力
産
業
の
軍
事
的
性
格

ー
マ
管
区
よ
り
A
E
C
へ
の
移
行
の
性
格

第
二
次
大
戦
中
陸
軍
直
轄
の
マ
管
区
に
属
し
て
い
た
原
子
力
産
業
は
、

戦
後
一
九
四
六
年
原
子
力
法
に
よ
り
A
E
C
に
移
管
さ
れ
た
後
も
依
然
と

L
て
軍
事
産
業
と
し
て
発
展
し
て
い
る
。

川
島
氏
は
「
D
目

E

り
り
且
ン
タ
l
ル

T
V
A
理
事
長
市
原
子
力
委

員
長
就
任
は
非
軍
事
的
停
彩
の
強
め
ら
れ
た
ヰ
を
示
す
」
と
考
え
た
が
、

一
九
四
六
年
法
は
原
子
力
の
平
和
的
発
展
を
意
味
す
る
も
の
で
は
た
い
。

一
九
四
六
年
法
は
原
子
力
の
開
発
と
利
用
と
は
で
き
得
る
限
り
、
公
共

白
福
祉
O
改
善
、
土
活
水
準
の
向
よ
、
民
間
企
業
の
自
由
競
争
の
強
化
及

び
世
界
半
和
の
時
進
に
向
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
但

L
常
に
国
家
の
防

衛
及
び
安
全
保
障
を
確
保
す
る
と
い
う
至
高
の
目
的
に
従
属
す
る
。
」
(
第

一
条
)
と
規
定
し
て
い
る
。
そ
し
て
大
統
領
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
る

A
E

C
は
両
院
合
同
原
子
力
委
員
会
の
監
督
を
受
け
る
他
に
、
国
防
長
官
の
任

命
す
る
軍
事
連
絡
委
員
会
に
よ
っ
て
指
導
さ
れ
て
い
る
@
(
第
二
図
参
照
)

即
ち

A
E
C
は
軍
事
連
絡
委
が
車
事
的
利
用
に
関
係
あ
り
と
認
め
る
原
子

力
問
題
の
全
て
に
つ
い
て
連
絡
妥
に
勧
告
し
、
協
一
散
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

第
八
ヤ
五
巻

Ji. 

第
一
号

五



ア
メ
リ
カ
原
子
力
出
業
の
独
占
部
造
と
国
家
の
役
割

アメリノり原子力委員会の構造第二図

両院杏岡原手力委員会

諮問委員会

科学者 9

節
八
十
五
番

1i. 
凹

第

五
阿

い
。
こ
れ
ら
事
項

r
は
「
原
子
力
燥
弾
の
発
達
、
製
造
、
利
用
、
及
び
貯

蔵
、
核
分
裂
性
物
質
の
軍
事
的
研
究
へ
の
割
当
、
並
び
に
原
子
力
兵
器

の
製
造
も
し
く
は
利
用
に
閑
辿
あ
る
情
報
の
統
制
」
即
ち
原
子
力
の
全

て
が
含
ま
れ
る
a
A
E
C
と
連
絡
委
と
の
討
議
は
直
接
の
軍
事
的
利
用

の
問
題
に
限
ら
れ
ず
、

A
E
C
D
仙
の
多
く
の
重
要
な
諸
活
動
に
わ
た

る。
更
に
A
E
C
の
軍
事
応
用
部
は
現
役
将
軍
を
長
と
す
る
現
役
軍
人
で
構

成
さ
れ
る
。
か
く
て
前
原
子
力
委
員
長
ゴ
ル
ド
b

デ
ィ

l
y
に
よ
れ
ば

制
一
軍
事
連
絡
雲
仙
A
E
C
に
対
す
る
「
軍
の
守
九
日
で
あ
り
、

A
E
C
は

頭
一
「
軍
事
的
諮
要
求

r仕
え
る
文
官
の
指
揮
栴
」
に
他
な
ら
な
い
。
連
絡
委

寡
一
は
「
原
子
力
企
業
全
燃
で
最
も
有
力
な
機
関
と
な
り
実
際
上
の
権
限
に
お

融
一
六
て
は
A
E
C
を
凌
ぐ
L

の
で
あ
る
。
問
中
氏
は
A
E
C
を
「
原
子
兵
器

金
一
廠
」
と
迄
云
っ
て
い
る
。

か
く
て
A
E
C
m
四
九
年
初
白
公
式
報
刊
は
、
「
主
要
な
注
意
を
う
け

る
A
E
C
の
活
動
は
原
子
兵
器
の
生
涯
と
改
良
で
あ
る
。
こ
れ
は
三
つ
の

主
要
側
由
を
も
っ
。
川
川
ち
核
分
裂
物
質
の
生
産
、
兵
器
の
製
造
、
兵
器
の

新
計
画
の
発
展
で
あ
出
。
」
主
主
百
す
る
。

デ
ィ

1
ン
も
「
高
々
の
第
一
白
一
謀
題
は
核
分
裂
物
質
の
貯
蔵
を
増
大
す

る
事
で
あ
る
臼
第
二
は
新
し
い
一
層
完
全
な
兵
器
を
作
る
事
で
あ
る
。
第

三
は
水
爆
を
作
る
事
で
あ
る
。
第
四
は
電
力
生
産
の
為
の
原
子
炉
を
建
設

す
る
事
で
あ
る
。
」
と

L
、
原
子
炉
に
つ
い
て
も
「
吾
々
の
主
要
な
実
際

的
目
的
は
都
市
照
明
の
為
の
エ
不
ル
ギ
ー
を
生
産
す
る
原
子
炉
を
建
設
す
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る
事
で
は
な
く
て
、
潜

水
慨
川
の
原
子
炉
を
作

る
事
に
限
定
さ
れ
て
い

コ
ス
吋
」
》
」
告
白
す
る
の
で

あ
る
。
そ
し
て
こ
り
軍

事
的
性
格
は

A
E
C
の

支
問
の
性
格
に
お
い
て

も
明
ら
か
で
あ
っ
て

(第
4
表
参
照
〕

A
E

C
運
営
費
の
大
部
分
を

占
め
る
の
は
、
核
物
質

の
蹄
入
・
生
産
、
兵
掃

の
開
発
・
製
造
費
で
あ
り
、
生
物
学
研
究
、
原
子
炉
の
開
発
〔
こ
白
全
て

が
平
和
利
用
で
は
な
い
)
な
ど
は
ご
く
一
郎
に
過
ぎ
な
い
。
財
界
機
関
誌

の
抑
定
に
よ
わ
ば
、

A
E
C
支
出
の
九
六
%
が
原
水
爆
の
生
産
に
支
出
さ

B
 

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
と
の
原
子
力
の
一
軍
事
化
は
付
科
学
研
究
体
制
円
一
軍
事
化
E
荒
廃
、

付
秘
密
主
義
主
市
民
権
の
制
限
、
日
開
原
子
刀
発
泡
の
抑
圧
を
も
た
ら
す
の

で
あ
る
。

E

科
学
研
究
体
制
の
耳
本
化
と
抗
廃

第
二
次
大
快
後
の
米
国
の
科
羊
川
兜
体
制
の
特
徴
は
政
府
資
金
の
比
重

ア
メ
ロ
カ
原
子
力
虚
業
の
独
市
構
造
と
国
家
の
役
割

が
増
大
し
た
事
で
あ
る
。

第
6
ま
に
明
ら
か
な
如
く
、
科
学
研
究
費
中
の
述
邦
政
府
支
出
の
比
重

は
六
割
に
達
L
、
民
間
産
業
の
研
究
費
は
全
部
合
せ
て
も
四
四
%
、
大
学

が
自
弁
し
た
簡
は
僅
か
三
%
(
五
三

i
回
会
計
年
度
)
で
あ
り
、
大
学
町

研
究
費
の

2

3
以
上
は
こ
の
連
邦
支
山
予
あ
る
U

し
ゅ
も
科
学
研
究
へ

の
連
邦
支
出
。
九
七
%
は
国
防
省
及
び
A
E
C
に
よ
る
事
。
科
学
俳
究
人

ハ
M
V

員
の

1
一3
以
上
が
軍
事
的
研
究
に
従
事
L
て
い
る
事
を
考
慮
す
る
と
、

科
学
研
究
体
制
は
軍
事
化
さ
れ
た
と
い
っ
て
よ
い
。

そ
し
て
こ
の
軍
事
化
は
科
学
を
荒
廃
さ
ぜ
技
術
進
歩
の
フ

ν
1
キ
と
な

っ
て
い
る
。
そ
れ
は
草
研
究
が
第
一
に
生
産
の
普
通
の
問
題
の
科
学
的
研

究
の
為
の
人
民
と
資
金
を
即
時
う
か
ら
で
あ
り
、
第
二
に
軍
研
究
は
応
用
主

主
ん
じ
基
礎
研
究
を
軽
視
す
る
か
ら
で
あ
る
。
五
四
千
度
に
軍
研
究
支
出

が
四

O
億
弗
を
こ
え
た
時
に
、
川
担
論
倒
究
に
は
八

O
O万
山
押
し
か
支
出
さ

《

1
v

れ
な
か
っ
た
が
、
五
八
年
度
の
国
防
総
省
支
出
研
究
開
発
費
給
額
一
七
億

ハ

uv

弗
の
う
ち
、
基
礎
科
学
に
は
五
千
万
弗
の
支
出
に
す
ぎ
な
い
。
ス
タ

γ
フ

ォ
ー
ド
大
学
の
八
千
万
ポ
ル

1
線
型
也
子
加
速
器
は
国
防
総
省
か
ら
も
A

E
C
か
ら
も
「
対
象
に
な
り
得
な
い
」
と
拒
有
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
第
三
に
4

軍
司
的
研
究
の
結
果
の
多
〈
は
科
学
技
術
の
全
般
的
発
展
に
役
立
た
な
い
。

第
四
に
民
需
部
門
で
も
利
川
さ
れ
う
る
発
見
発
闘
で
さ
え
も
、
秘
密
保
持

〔

M
V

の
見
地
か
ら
数
年
遅
れ
る
事
。
最
後
に
純
粋
理
論
家
の
大
部
分
が
武
器
研

究
に
動
員
き
れ
、
か
っ
新
幹
部
の
育
成
が
怠
ら
れ
る
事
に
よ
っ
て
科
学
の

基
礎
が
荒
廃
さ
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
か
く
て
凶
防
動
員
本
部
長
官
チ
ャ

第
八
十
五
巻

五
五

第
一
号

五
五



y
メ
リ
カ
原
子
力
産
業
の
独
占
栴
造
と
国
家
白
役
割

た族 1
のとノレ
でしズ
あて・
るのウ
。技ィ
術ノレ
自J ソ
社 y
会で
的き
進え
事も
}主

超新三
れ済
た臼軍
~~事

と化
認り

言語
る Uこ
か「
え吾
な々
かの
つ民

E

硲
密
主
義
主
市
民
維
の
制
限

戦
時
中
議
会
は
マ
管
区
が
何
で
あ
る
か
も
知
ら
さ
れ
ず
に
二

O
億
弗
の

(

日

)

予
算
を
議
決
し
た
の
で
あ
る
が
、

A
E
C
に
移
管
後
も
乙
の
再
情
は
変
ら

=、
c

ー
しデ
ィ

Y
は
「
A
E
C
の
四
人
の
使
用
人
の
中
一
人
、
原
子
力
計
画
に

費
さ
れ
る
二

O
弗
の
内
一
州
が
何
ら
か
の
方
法
で
安
全
保
持
の
為
に
当
て

ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
一
九
五
二
年
に
は
F
・
E

I

に
お

い
て
も
そ
の
調
査
の
仁
事
に
ゴ
三
五
人
を
裂
し
て
い
る
コ
」
「
王
二
年
末
に

A
E
C
の
請
負
唱
の
う
ち
約
六
千
人
は
何
ら
か
の
種
類
の
保
安
上
の
業
務

(

M

U

 

に
従
っ
て
い
た
。
」
と
書
い
て
い
る
。

委
員
会
の
使
用
人
と
委
員
会
の
請
久
者
伎
川
人
で
限
ら
れ
た
資
料
に
接

近
す
る
右
は
、
予
め
F

・
B

・
I
又
は
文
官
任
命
委
員
会
の
中
に
新
設
さ

れ
た
調
合
一
機
関
の
手
で
そ
の
刊
格
、
+
干
一
際
関
係
、
忠
誠
等
に
つ
い
て
白
調

査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
ヤ
あ
る
u

こ
の
情
報
制
限
は
原
水
爆

の
み
な
ら
ず
、
核
分
裂
物
質
の
生
産
、
動
力
生
産
へ
の
そ
の
使
用
の
デ
ー

タ
ま
で
則
も
こ
れ
は
現
段
階
で
の
肱
科
学
技
術
の
全
て
を
含
む
の
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
の
機
諦
叫
え
い
は
死
刑
又
は
捺
身
刑
に
よ
っ
て
剖
せ
ら
れ
る
。

か
く
て

A
E
C
を
佐
川
督
す
る
立
場
に
あ
る
マ
ク
マ
ホ

γ
で
さ
え
も
「
私

第
八
十
五
巻

互
六

第

号

ア

L 

〆、

は
原
子
力
合
同
香
員
会
創
設
以
来
白
委
員
で
あ
り
、
現
に
今
そ
の
議
長
に

選
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
私
自
身
者
国
が
ど
れ
だ
け
の
爆
弾
を
所
有
L

て
い
る
か
、
叉
ど
の
よ
う
な
速
度
で
新
た
に
爆
弾
が
製
造
さ
れ
て
い
る
か
、

全
く
知
ら
な
い
よ
の
で
あ
出
~

こ
の
一
概
度
の
秘
街
主
義
が
、
科
学
者
の
間
の
科
学
情
報
の
交
換
の
禁
中
、

新
技
術
の
停
滞
を
も
た
ら
し
た
事
は
既
に
前
節
で
の
ベ
た
が
、
軍
事
化
の

も
た
ら
し
た
ス
パ
イ
主
忠
誠
審
査
制
度
は
も
っ
左
大
き
な
社
会
的
影
響
を

も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。

凹
λ
年
に
既
に
一
一
品

l
デ
ィ
!
ラ
は
こ
の
秘
由
主
義
は
「
民
主
的
権

利

肝
4
す
る
危
険
で
あ
り
、
来
る
べ
き
制
限
的
立
法
を
警
告

f
る
先
駆
で

あ
る
。
」
と
響
ー
告
し
て
い
た
が
、
こ
れ
は
間
も
な
く
事
実
ー
と
な
っ
て
現
わ

れ
た
ョ
即
ち
一
九
五

O
年
に
初
代
委
員
長
り
リ
エ
ン
タ
!
ル
が
辞
職
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
の
を
初
め
と
し
て
、
進
歩
的
見
解
を
も
っ
多
く
の
科
学

者
技
怖
が
「
安
詮
可
確
保
」
と
い
う
口
実
の
も
と
に
追
放
さ
れ
て
レ
る
ロ

例
え
ば
ラ
ッ
プ
博
土
、
ロ
ス
ア
ラ
モ
λ

研
究
所
長
、
政
附
原
子
力
問
題
顧

ハ
却
》

同
オ
ヴ
ベ
ン
ハ
イ
マ

1
博
士
の
免
臓
が
こ
れ
で
あ
る
。

ハ
幻
〉

そ
L
て
ロ

l
ゼ
ン
パ
ク
夫
妻
の
死
刑
に
象
徴
さ
れ
る
原
燥
ヒ
ス
テ
り

!
と
マ
ヴ
カ
1
シ
ス
ム
は
労
働
組
合
弾
比
の
楕
闘
世
と
な
っ
て
い
る
。
原

子
力
産
業
で
は
進
本
的
労
働
組
合
は
実
際
上
組
合
員
の
利
益
を
守
る
可
能

性
を
奪
わ
れ
て
い
る
。

独
市
体
は
普
通
の
調
査
に
加
え
て
更
に
労
組
幹
部
の
特
別
の
一
審
査
を
要

求
す
る
椎
利
が
あ
る
。
そ
し
て
進
捗
的
見
解
を
も
っ
指
導
者
を
も
っ
労
組



比
原
子
力
企
業
の
労
働
者
を
代
表
す
る
権
利
を
奪
わ
れ
る
。
四
八
年
に
A

E
C
は
原
子
力
工
場
を
管
制
作
山
す
る
G

K

に
進
捗
的
な
電
気
ラ
ジ
オ
工

業
労
働
組
合
を
承
認
し
な
ル
悦
に
命
令
し
た
の
で
あ
る
。
か
く
亡
団
体
交

渉
権
は
-
場
の
立
口
側
と
化
以
ぃ
独
占
体
の
抑
圧
に
反
対
し
、
労
働
省
の
権

利
と
利
益
を
擁
っ
て
闘
う
人
々
は
追
放
さ
れ
る
。
又
労
組
は
ス
ト
権
を
奪

わ
れ
て
い
る
の
で
、
原
燥
私
自
は
労
組
に
自
己
の
意
志
を
容
日
却
に
押
付
け

る
事
が
出
来
る
。

か
〈
て
大
台
な
危
険
の
引
で
労
働
す
る
原
子
力
産
業
の
労
働
者
の
賃
金

は
石
油
布
炭
業
の
賃
金
よ
り
低
く
、
化
学
工
業
の
平
均
賃
金
よ
り
僅
か
に

高
い
の
み
で
あ
る
c

そ
し
て
サ
ヴ
ァ

γ
ナ
工
場
建
設
期
に
A

E
じ
は
〈
国

防
白
必
要
)
か
ら
八
カ
月
以
上
労
働
週
を
四
五
時
間
か
ら
五
四
時
間
に
延

《

μ
)

ハ
お
〉

長
し
た
の
で
あ
る
ロ
又
黒
人
労
働
者
は
差
別
を
う
け
て
い
る
@
等
々
。

か
〈
て
原
子
刈
産
業
は
国
中
を
反
口
動
的
町
内
制
と
軍
事
的
ヒ
ス
テ
り

1
で

害
す
る
反
動
の
城
塞
と
な
っ
て
い
U
W
C
そ
れ
は
「
資
本
家
に
と
っ
て
の
天

国
、
労
働
者
に
と
っ
て
の
軍
事
牢
獄
」
で
あ
る
。

か
く
て
ア
イ

γ
γ

ュ
タ
イ
ン
昨
士
は
批
判
す
る
。

「
過
く
る
五
年
同
吾
々
の
従
っ
て
き
た
金
料
玉
条
を
要
約
す
れ
ば
、
ど
ん

な
に
費
問
が
か
か
ろ
う
し
乙
軍
事
力
の
優
位
で
安
全
保
障
を
得
る
事
で
あ
っ

た
。
こ
の
機
械
論
的
な
軍
事
技
術
に
走
っ
た
心
理
的
態
度
に
は
必
然
的
な

結
論
が
伴
つ
よ
r

u

戦
争
に
際
し
敵
よ
り
絶
対
の
優
位
を
達
成
す
る
に

は
恥
何
な
る
行
動
が
必
要
に
な
る
か
p

そ
れ
は
地
球
上
の
可
能
な
戦
略

的
要
点
の
全
て
に
軍
事
基
地
を
建
設
す
る
事
、
将
来
の
友
邦
を
武
装
し
て

ア
メ
リ
カ
原
子
力
産
業
心
独
占
杭
造
と
国
家
の
投
割

や
り
経
済
的
に
強
め
て
や
る
端
、
亦
国
内
に
お
い
て
は
膨
大
な
経
済
力
主

軍
部
の
手
に
集
中
し
、
青
年
を
軍
国
主
義
化
L
、
市
民
の
忠
誠
を
日
増
し
に

疑
い
深
く
な
る
警
察
力
で
監
視
す
る
串
で
あ
る
。
叉
毅
然
た
る
政
聞
を
抱

〈
者
を
威
嚇
し
ラ
ジ
オ
や
新
閣
内
γ
学
校
教
育
で
民
衆
を
訓
戒
し
、
軍
事
機

密
と
い
う
圧
力
に
よ
っ
て
一
般
報
道
の
範
囲
を
ま
す
ま
す
制
約
す
る
事
で

(何む

あ
る
。
L

か
〈
て
初
代
原
子
力
委
員
ウ
ェ
イ
マ
ッ
ク
は
嘆
く
「
吾
国
は
無
視

す
べ
か
ら
ざ
る
程
度
に
お
い
て
プ
ラ
ヴ
ク
り
ス
ト
の
固
と
な
っ
た
己
と
。

賀
原
子
力
発
電
の
抑
圧

一
回
で
は
戦
後
半
小
国
町
一
世
界
政
策

1
核
ミ
サ
イ
ル
戦
略
、
他
面
で
は
石

炭
電
力
・
石
油
等
の
独
占
体
の
要
求
が
版
子
力
を
軍
事
化
し
た
の
で
あ

る
が
、
原
子
力
計
画
の
軍
事
的
吐
い
柑

ι秘
情
主
義
は
五
つ
の
点
で
原
子
力

発
電
を
遅
ら
せ
た
り
で
あ
る
。

第
一
は
原
子
力
発
電
の
燃
料
と
な
る
肝
は
同
時
に
原
爆
の
材
料
で
も
あ

る
が
、
冷
戦
に
よ
り
原
爆
に
絶
大
な
比
震
が
置
か
れ
た
為
、
明
分
配
に
お

い
て
原
子
力
発
電
ほ
犠
特
に
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

A
E
C
の
原
子
炉
部
長
(
現
チ
ェ

i
ス

マ

γ
ハ
ッ
タ
ン
銀
行
原
子
力

問
題
顧
問
)
で
あ
っ
た
L
-
R
・
ハ
フ
ス
テ
ヴ
ド
博
士
は
五
二
年
九
月
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
で
開
発
の
遅
れ
た
挫
由
の
一
つ
唱
と
し
て
「
委
員
会
が
兵
器
の

ハ
却
》

為
の
核
分
裂
物
質
の
生
産
に
絶
対
的
優
先
権
を
与
え
て
い
た
事
」
を
挙
げ
、

又
合
同
原
子
力
委
員
の
上
院
議
員
E
・
D
・
ミ
り
ケ
ン
が
「
政
府
は
核
分

裂
物
質
の
十
分
な
軍
事
的
供
給
を
保
一
証
す
る
責
任
が
あ
る
。
こ
の
為
に
は

第
八
十
五
巻

五
七

百:
4じ

第

号



ア
メ
リ
カ
原
子
力
産
業
の
独
占
構
造
と
困
窮
の
役
割

必
裂
な
み
引
い
か
な
る
事
で
も
、
発
電
計
画
を
延
期
点
9
5事
で
も
な
さ
ね

ば
な
ら
な
い
。
」

E
云
う
の
は
こ
れ
で
あ
る
。

第
二
は
核
分
裂
物
質
ば
か
り
で
な
〈
技
術
人
員
も
亦
国
防
計
画
に
独
占

さ
れ
た
事
で
あ
る
。

第
三
に
予
宜
の
点
で
も
原
子
山
川
発
電
に
は
僅
か
し
か
支
出
さ
れ
て
い
な

い
。
第
4
表
で
既
に
一
万
し
た
如
く
そ
の
運
営
費
町
大
部
分
(
六
七
割
)

は
核
物
質
D
購
入
・
生
産
と
兵
器
の
開
発
・
製
造
に
支
出
さ
れ
て
、
原
子

炉
の
開
発
に
は
五
心
年
で
コ
二

0
0万
弗
、
全
体
の
七
・
五
%
、
五
一
年

に
四
回

0
0万
、
六
回
怖
と
ご
く
儲
か
で
、
一
億
弗
を
超
え
た
の
は
出

界
市
場
競
争
が
開
始
さ
れ
た
五
三
四
年
以
後
で
あ
る
。
そ
し
て
五
七
年

に
は
二
億
七
六

0
0万
弗
、
十
四
%
、
と
哨
丈
し
て
い
る
が
吾
々
は
こ
の
全

て
が
原
子
力
発
電
の
為
と
考
え
て
は
な
ら
な
い
。

即
ち
原
子
炉
開
発
費
の
う
ち
は
子
力
発
電
用
原
子
炉
に
は
五
六
年
に
四

二
」
一
O
万
弗
、
二
四
・
七
弘
、
五
七
年
に
は
五
九
六
O
万
弗
、
一
一
一
一
一

%
、
主
八
年
に
九
五
Q
O
万
弗
、
二
七
二
%
が
支
出
さ
れ
た
の
拍
ず
あ

っ
て
、
戎
る
大
部
分
は
原
子
力
治
水
艦
・
航
空
機
ミ
サ
イ
ル
等
軍
事
目

的
の
原
子
炉
町
一
開
発
に
支
出
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
平
和
目
的

の
原
子
力
発
這
の
為
に
は

A
E
C
Aヤ
運
常
賓
の
三
-
O
%
(
五
六
年
)
乃

至
凹
・
三
%
(
冗
人
年
)
し
か
支
出
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
ω

第
四
に
と
の
保
か
な
平
和
用
原
子
炉
費
さ
え
、
原
子
力
強
電
の
為
に
最

も
布
効
に
用
い
ら
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
何
故
な
ら
ば
真
に
経
済
的

な
原
子
力
活
電
の
為
に
は
而
燃
焼
率
を
実
現
す
る
発
電
専
用
炉
か
、
乃
至

第
八
十
五
巻

1 

/¥ 

第
一
号

五
/¥ 

は
増
殖
炉
の
開
発
が
最
も
必
要
な
の
で
あ
る
が
、
現
在
閑
語
し
て
い
る

型
は
電
力
主
プ
ル
ト
ニ
ヴ
ム
を
同
時
に
生
産
す
る
二
京
日
的
炉
で
あ
る
。

或
は
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
が
主
産
物
で
電
刀
が
副
産
物
と
い
っ
た
方
が
正
確
か

《

m
m
v

も
知
れ
な
い
り
所
で
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
は
戦
術
核
兵
器
に
不
可
欠
の
貴
重
物

質
な
の
で
、
こ
こ
で
も
軍
事
的
必
更
が
真
に
経
昨
的
な
原
子
力
発
恒
の
発

展
を
阻
止
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

第
五
に
秘
密
主
義
が
芋
げ
ら
れ
る
。
フ
ル
T

ニ
ウ
ム
生
産
l
発
電
過
程

な
の
で
、
原
中
J

刀
発
電
に
は
「
極
秘
資
料
L

が
必
要
で
あ
る
に
も
拘
わ
ら

子
こ
れ
が
公
表
さ
れ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
(
百
四
年
以
後
徐
々
に
公

表
さ
れ
始
め
た
)
。

A
E
C
の
こ
の
〈
安
全
保
証
〉
政
策
が
新
し
い
ア
イ
デ
ア
の
急
速
な
発

展
を
妨
げ
(
従
っ
て
原
子
力
発
電
を
妨
げ
〕
た
執
は
科
学
者
が
一
致
し
て

ハ
制
》

証
言
す
る
所
で
あ
る
。
そ
し
て
政
子
M
発
屯
の
抑
圧
に
作
川
し
た
他
の
要

因
の
介
析
は
別
の
機
会

r譲
る
事
に
し
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あ
る
@
そ
の
他
心
安
凶
に
つ
い
て
は
子
定
稿
「
ア
メ
リ

カ
原
子
山
臨
菜
園
有
化
的
一
論
理
」
に
お
い
て
取
扱
う
ロ

ω
川
島
芳
郎
「
各
国
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け
る
原
子
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の
開
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界
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(
山
岡
本
摘
は
最
初
一
、
原
子
力
産
業
の
成
立
・
発
肢
と
そ
の
規
模
。

二
、
原
子
刀
産
業
の
軍
事
的
性
格
。
三
、
原
子
力
世
業
の
独
占
栴
造

、
と
国
家
の
役
割

1
同
有
民
常
方
式
の
木
質

(
I
社
会
主
義
説
、

E
国

有
化
の
原
因
と
志
議
、

E
A
E
C
の
機
能
左
意
義
、
買
巨
大
別
占
。

支
配
方
式
n
H
国
有
民
常
の
木
質
、

V
原
子
力
産
業
の
財
閥
別
編
成
〉

と
し
て
発
表
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
編
集
上
の
都
合
に
よ
り
第
一
、

二
章
を
先
に
発
表
仁
、
本
論
で
あ
る
第
三
卑
は
次
号
に
譲
る
事
と
し

た
。
悪
し
か
ら
ず
了
承
し
て
阪
さ
士
い
)
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